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対して，modified vector coding technique を用いて coupling angle を算出した。Coupling angle の
値は0−360°の範囲で算出された。Circular statistics を用いて，被験者内および被験者間で

















































解析結果を表現する方法としてもちいられたmodified vector coding technique では，運動の相対
的な大きさと方向を捕捉する意味では有用性があるが，その結果のみやすさにはやや直感的でない部
分がある。例えば大きさの関係をしめす Proximal Dominant Pattern では近位部が遠位部に対してよ
り大きく動いていることはわかるが，その際の運動方向については実際のグラフを丁寧にみていかな
ければ理解が難しい。実際には，この後に発表された研究では，その点を改善した新しい方法が提案
されている。
実際のランニング障害の発生機序の理解を深めるためには，2つの点について取り組んで行く必要
がある。本研究では裸足で計測を行っているが，実際のランニングではシューズ等の履物を使用して
いる。先行研究では履物が足部の協調運動に影響を与えることが示唆されているため，今後はシュー
ズ着用状態での観察結果から考察を進めていくことが望まれる。シューズ着用状態での観察は技術的
な点で困難さが予想されるが，より長期的には必要となる研究である。
さらに，本研究ではヒール接地パターンのスロージョギングを課題としているが，走行スピードや
個人の好みにより，フットフラットあるいはつま先接地パターでのジョギング・ランニングも珍しい
ものではない。これらの接地パターンの違いにより足部構造間の協調運動は大きく影響されることが
報告されているため，今後は異なる接地パターンを含めた研究の必要性が考えられる。
今回新しい方法で補足された中足部を中心としてみた協調運動とその変化は，その存在は示された
が，これ自体は本論中にも述べられているように「基礎的な情報」を提供するのみであり，協調運動
の違いがどのように障害発生に寄与するかについてはさらに研究を深めていかなければあきらかにで
きない。例えば，静止時での中足部アラインメント異常である扁平足であってもそこから障害発生ま
での機序はかならずしも明確ではない。今回の研究から得られた知見を元にある機序について仮説を
たて，その仮説にもとづいて障害発生を予測する前向き研究を加えることで，この研究はその意味を
増してくるであろう。最終的には障害発生予防や治療の領域で理学療法的な提案ができるように，今
後の発展を期待したい。
以上のことから，審査委員会は本論文を博士論文に相応しいと認める。
